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平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
可
決

　
平
成
22
年
第
１
回
定
例
会
は
、３
月
９
日
か
ら
３
月
30
日
ま
で
の
22
日

間
の
会
期
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決・同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
組
合
一
般
会
計
当
初
予
算（
可
決
）

　
総
額
を
２２
億
２
９
１
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
平
成
22
年
度
組
合
林
産
物
流
通
事
業
特
別
会

計
当
初
予
算（
可
決
）

　
総
額
を
５
千
５
５
７
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

（
予
算
の
概
要
は
次
の
ペ
ー
ジ
で
す
。）

　
組
合
職
員
給
与
条
例
及
び
勤
務
時
間
、休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

　
労
働
基
準
法
の
一
部
改
正
等
に
か
ん
が
み
、本
組

合
の
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
21
年
度
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）（
可
決
）

　
既
定
の
予
算
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
８

７
万
１
千
円
を
減
額
し
、補
正
後
の
予
算
総
額
を

33
億
３
４
１
２
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
富
士
川
町
の
設
置
及
び
山
梨
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
に
伴
う
山

梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
可
決
）

　
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に

伴
い
、山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

　
組
合
有
地
賃
貸
借
契
約
の
更
新
に
つ
い
て（
可
決
）

　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
の
組
合
有
地
に
関
し
て
、第

８
次
北
富
士
演
習
場
使
用
協
定
に
基
づ
き
、国
に
対

し
演
習
場
と
し
て
引
き
続
き
使
用
さ
せ
る
た
め
の
賃

貸
借
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　
北
富
士
演
習
場
内
山
梨
県
有
入
会
地
を
使
用
許

可
及
び
賃
貸
借
契
約
す
る
こ
と
に
関
し
て
の
同
意
に

つ
い
て（
同
意
）

　
組
合
が
保
護
の
責
任
を
有
す
る
山
梨
県
恩
賜
県
有

財
産
で
あ
る
入
会
地
の一
部
を
、北
富
士
演
習
場
と
し

て
、山
梨
県
が
国
に
対
し
使
用
許
可
及
び
、賃
貸
借
契

約
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
す
る
も
の
で
す
。
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　一般会計の総額は、2,229,156,000円で、前年度当初予算と比較す
ると24,652,000円（1.1%）の増額となっています。
　また、林産物流通事業特別会計の総額は、55,576,000円で、前年度
当初予算と比較すると6,656,000円(10.7%)の減額となっています。

平成22年度当初予算の概要
(単位：千円）

(単位：千円）

(単位：千円）

会 　 計
一 般 会 計

総 　 計

特 別 会 計
（林産物流通事業）

本年度予算額 前年度予算額
2,229,156

55,576

2,284,732

人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
投 資 的 経 費
公 債 費
積 立 金
繰 出 金
予 備 費

411,368
240,643
2,066

1,424,742
53,067

1
80,427
6,842
10,000

2,204,504

62,232

2,266,736

4,874
18,642
9,168

536,643
30,662

1
9,521

1,619,645

使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
繰 入 金
繰 越 金
森林整備交付金

諸 収 入

行政財産使用料、入山鑑札発行手数料等
北富士演習場内部分林再造林事業に係る国庫補助金等
部分林等造林事業に係る補助金
演習場提供施設賃貸料等

森林整備地域活動支援交付金
部分林に係る分収金、土地利用条例に基づく県交付金、入会管理地の演習地賃貸に係る権利に伴う県交付金、入会統制
管理損失補償料等

主な一般会計歳入

(単位：千円）

101,457
27,373
28,442
55,576
16,699
1,005
11,542

造 林 事 業
民 生 安 定 事 業
特 殊 林 産 事 業
林産物流通事業
庭 園 整 備 事 業
火 入 れ 事 業
入会住民福祉事業

部分林、北富士組合有地等の植栽、下刈、間伐、地拵等を行います。
演習場内部分林の地拵、植栽等再造林を行います。
椎茸等の茸類や花卉の栽培及び木工品等の生産を行います。
組合で生産された林産物等の展示や販売、入会住民のふれあいの場を提供します。
恩賜林庭園の芝生・花壇・薬草園の手入れ等を行います。
北富士演習場内国有入会地に入会権擁護のための明認行為と林産物の育成のため火入れを行います。
おんしりんまつり、おんしりん森林ふれあい教室の実施、恩賜林杯スポーツ大会への補助を行います。

主な事業

性質別分類

■主な一般会計歳入

■性質別分類図

使用料及び手数料
4,874

国庫支出金 18,642

県支出金　9,168

財産収入
536,643

繰越金 1

森林整備交付金 9,521

繰入金 30,662

諸収入
1,619,645

人件費
411,368

物件費
240,643

維持補修費
2,066

補助費等（市村配分金含む）
1,424,742

投資的経費
53,067

公債費　1
積立金　80,427 繰出金　6,842

予備費　10,000 

恩
賜
林
組
合 

事
務
組
織
の
紹
介

秘
書
業
務
、職
員
の
給
与
、文
書
管
理
、

条
例
・
規
則
、情
報
管
理
に
関
す
る
事
務

を
行
い
ま
す
。

組
合
の
総
合
的
な
事
業
の
企
画
、広
聴

広
報
、財
政
、予
算
、契
約
等
に
関
す
る

事
務
を
行
い
ま
す
。

入
会
権
、北
富
士
演
習
場
、訴
訟
等
に

関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

不
動
産
の
取
得
管
理
、入
会
地
の
利

用
、庁
舎
建
物
の
維
持
管
理
、公
用
車

の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

現
金
・
物
品
の
出
納
及
び
保
管
、財
産
の

記
録
管
理
、決
算
に
関
す
る
事
務
を
行

い
ま
す
。

組
合
議
会
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

組
合
監
査
委
員
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

森
林
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、森
林
環
境
の
保

全
、恩
賜
林
庭
園
、ふ
れ
あ
い
広
場
、花

卉
の
開
発
研
究
、生
産
販
売
に
関
す
る

こ
と
を
行
い
ま
す
。

森
林
経
営
計
画
、部
分
林
等
の
保
護
管

理
、造
林
、林
野
入
会
地
の
監
視
、憩
い

の
家
、ス
カ
イ
パ
レ
ス
富
士
、特
用
林
産

物
の
流
通
に
関
す
る
こ
と
を
行
い
ま
す
。

総

務

課

企
画
財
政
課

演
習
地
対
策
課

財
産
管
理
課

森
林
整
備
課

森
林
文
化
課

会

計

課

議
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

森林事業部 総　務　部

大森　周太
忍草地区

（忍野村 忍草）

天野　隆仁
忍草地区

（忍野村 忍草）

大森　勝人
忍草地区

（忍野村 忍草）

渡辺　忠義
下吉田地区

（富士吉田市 下吉田）
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産
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取
得
管
理
、入
会
地
の
利

用
、庁
舎
建
物
の
維
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理
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用
車

の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

現
金
・
物
品
の
出
納
及
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保
管
、財
産
の

記
録
管
理
、決
算
に
関
す
る
事
務
を
行

い
ま
す
。

組
合
議
会
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

組
合
監
査
委
員
の
事
務
を
行
い
ま
す
。
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林
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ラ
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林
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全
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林
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あ
い
広
場
、花

卉
の
開
発
研
究
、生
産
販
売
に
関
す
る

こ
と
を
行
い
ま
す
。

森
林
経
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計
画
、部
分
林
等
の
保
護
管

理
、造
林
、林
野
入
会
地
の
監
視
、憩
い

の
家
、ス
カ
イ
パ
レ
ス
富
士
、特
用
林
産

物
の
流
通
に
関
す
る
こ
と
を
行
い
ま
す
。
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企
画
財
政
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演
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対
策
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財
産
管
理
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森
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会
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会
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大森　周太
忍草地区

（忍野村 忍草）

天野　隆仁
忍草地区

（忍野村 忍草）

大森　勝人
忍草地区

（忍野村 忍草）

渡辺　忠義
下吉田地区

（富士吉田市 下吉田）



おんしりん
イベント案内
◎太陽エネルギー体験教室
おひさまの光で動く電動車いすやソーラーツール
で太陽のパワーを知ろう。
自分の力で電気が作れる人力発電機の体験もでき
ます。 
日　時：7月28日（水）午前10時から正午まで
場　所：恩賜林庭園（受付：恩賜林憩いの家）
対　象：幼児から大人まで
　　　　　（小学生以下は親子で参加可能）

講　師：芦澤公子　ＮＰＯ法人みどりの学校
募　集：30名　 参加費：無料　 持ち物：帽子
問い合わせ：22-3219　恩賜林憩いの家
※雨天の場合は、憩いの家和室で温暖化防止など
の学習会・クイズとなります。   

　5月1日から5日までの5日間、森林とふれあうこ
とを目的とした『おんしりん森林ふれあい教室』を
開催しました。
　森林とふれあう様々な体験イベントや組合で生
産している花の販売や木工製品、しいたけの販売
と富士吉田造園協会の皆様の協力による植木の
販売を行い、多くの人でにぎわいました。

◎しいたけ収穫体験
日　時：7月24日（土）・25（日）／8月28日（土）・29（日）
　　　　午前9時から午後3時まで
対　象：幼児から大人まで（小学年以下は保護者同伴）
場　所：恩賜林組合内（林間榾場等）
内　容：収穫した椎茸は、100ｇあたり100円で販
　　　　売します。
※椎茸の発生状況・天候等により収穫体験は、出来
ない場合があります。　　　　
問い合わせ：22-3355　森林整備課 

◎クラフト体験
日　時：憩いの家営業期間中（常時開催）
　　　　午前9時から午後4時まで
場　所：恩賜林憩いの家
対　象：小学生から大人まで
内　容：木の実、木の枝など自然素材を使ってクラ
フトづくり
参加費：500円
問い合わせ：22-3219　恩賜林憩いの家　 

◎親子木工教室
日　時：7月22日（木）・29日（木）・31（土）
　　　　8月1日（日）・6日（金）
　　　　午前の部　午前10時から正午まで
　　　　午後の部　午後1時30分から
　　　　　　　　　午後3時30分まで
場　所：恩賜林組合木工所（林産物加工施設）
対　象：一市二村の小学生（4年生～6年生）
　　　　※原則として、保護者同伴
定　員：1日20組（午前10組、午後10組）先着順
内　容：数種類の作品例から1種類選び、作成する。
参加費：無料
問い合わせ：22-3355　森林整備課  

◎自然エネルギークッキング
おひさまの光で料理をするソーラークッキングで身
近にある自然エネルギーを体験しよう。 
ゆで卵や焼きウインナーを作ることができます。
日　時：7月30日（金）午前10時から正午まで
対　象：幼児から大人まで（小学生以下は親子で参加可能）
講　師：芦澤公子　ＮＰＯ法人みどりの学校
募　集：30名　参加費：200円（材料費）
持ち物：カップ、皿、はし、帽子
問い合わせ：22-3219　恩賜林憩いの家
※くもり空の時は、バイオマスクッキングに変更に
なります。雨天の場合は、憩いの家和室で温暖化防
止などの学習会・クイズとなります。 

寄せ植え教室 木製プレート・パズルづくり 植木販売

山中会場 忍草会場 富士吉田会場

　4月11日（日）、入会権擁護の明認行為のひとつである火入れを行いました。恩賜林組合の統制管理のもと下吉田、新倉、上
吉田、松山、新屋、大明見、小明見、山中、長池、平野、忍草の旧11ヶ村の入会住民（参加人数約3,700人）とともに梨ヶ原の原
野に火を入れました。
　なお、今回の火入れが無事終了できたことに対し、ご協力いただいた関係諸機関の皆様に対し誌面をもちましてお礼
申し上げます。

火入れ　「北富士演習場内 国有入会地の火入れ」
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４月２９日から６月３０日まで、春季特別山林保全巡視（山林保全パトロール）を実施し、入会住民以外の入山者への入山
鑑札発行や盗伐、誤伐、林野火災防止等の注意及び指導を行いました。 ※組合では年間を通して、山林保全巡視を行
っています。

春季特別山林保全巡視（山林保全パトロール）実施

◎おんしりん 「森林ふれあい教室」
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実
弾
射
撃
の
着
弾
地
と

さ
れ
た「
お
ん
し
り
ん
」

　
恩
賜
林
組
合
が
管
理
す
る
富
士
北
麓
の
山
林

原
野
は
、は
る
か
昔
か
ら
私
達
の
先
人
が
そ
の
中
へ

分
け
入
り
、自
然
の
産
物
を
採
取
し
た
り
木
々
の
伐

採
や
植
林
を
し
た
り
と
、生
活
の
場
と
し
て
広
く
利

用
し
て
き
た
場
所
で
あ
り
、そ
の
権
利
す
な
わ
ち
入

会
権
は
、こ
の
地
に
為
政
者
が
登
場
し
た
江
戸
時
代

以
降
も
ず
っ
と
保
証
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、こ
の
長
い
歴
史
の
中
に
は
暗
黒
の
時

代
も
あ
り
ま
す
。昭
和
11
年
、陸
軍
省
に
よ
る
組
合

地
の
強
制
買
収
に
端
を
発
す
る
北
富
士
演
習
場
の

設
定
。さ
ら
に
、昭
和
20
年
8
月
の
敗
戦
後
は
、日

本
に
進
駐
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
演
習
場
を
含

む
北
富
士
全
域
が
占
拠
さ
れ
、立
ち
入
り
禁
止
と

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
、ア
メ
リ
カ
軍
は
周
囲
の
森
林
を
着
弾
地
と

し
、実
弾
射
撃
訓
練
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。一
部
の

森
林
は
焼
か
れ
、木
々
の
幹
や
地
中
に
も
数
多
く
の

弾
が
残
さ
れ
ま
し
た
。な
か
に
は
不
発
弾
も
数
多
く

含
ま
れ
て
い
た
の
で
す
が
、そ
れ
も
回
収
さ
れ
る
こ
と

な
く
放
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
は
こ
の
着
弾
地
と
さ
れ
た
地
域
は
、大
正
元
年

か
ら
10
年
に
か
け
て
恩
賜
林
組
合
が
植
栽
し
た
カ
ラ

マ
ツ
の
人
工
造
林
地
で
し
た
。昭
和
21
年
、先
人
が

植
え
た
カ
ラ
マ
ツ
は
立
派
に
成
長
し
、伐
採
期
を
迎

え
て
い
ま
し
た
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、敗
戦
に
よ
る
ア
メ

リ
カ
軍
の
占
領
に
よ
っ
て
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
た

た
め
に
伐
採
で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、実
弾
射
撃
に

よ
っ
て
雄
々
し
く
成
長
し
た
木
々
は
傷
つ
け
ら
れ
、あ

る
も
の
は
枯
死
し
あ
る
も
の
は
倒
壊
し
て
、森
林
全

体
が
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
約
60
年
。被
弾
し
た
木
々
は
老
齢
化
し
、

立
ち
入
り
禁
止
の
た
め
に
手
入
れ
が
で
き
ず
放
置
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
森
林
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
化
し

て
、土
砂
流
出
や
雪
代
等
の
災
害
や
病
虫
害
、野
鼠

害
、火
災
発
生
の
危
険
、動
植
物
や
周
辺
の
森
林
と

困
難
が
伴
う

着
弾
地
で
の
造
林
事
業

　
こ
の
造
林
事
業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
現
在
生
え
て
い
る
木
々
を
伐
採
し
、丸
太
に

し
て
搬
出
し
ま
す
。

　
続
い
て
、枝
や
雑
木
、枯
死
し
た
り
倒
れ
た
り
し
て

腐
っ
た
木
片
、地
中
に
残
さ
れ
た
根
な
ど
を
掘
り
起

こ
し
た
り
集
め
た
り
し
て
地
拵
え
を
し
た
後
、４
〜

５
月
に
か
け
て
苗
木
を
植
え
付
け
て
い
き
ま
す
。大

正
時
代
に
植
え
た
の
は
カ
ラ
マ
ツ
で
し
た
が
、現
在

は
、森
林
の
多
面
的
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、周

囲
の
植
生
を
考
慮
し
た
ミ
ズ
ナ
ラ・エ
ン
ジ
ュ
等
の
広

葉
樹
を
取
り
交
ぜ
な
が
ら
植
林
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、植
林
か
ら
5
年
間
は
下
草
刈
り
を
実
施

し
て
環
境
を
整
え
、苗
木
が
す
く
す
く
と
順
調
に

育
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、そ
の
後
は
、生
育
条
件

を
整
え
る
た
め
の
除
伐
や
、間
伐
を
適
宜
行
い
な
が

ら
、伐
採
期
ま
で
管
理
し
て
い
く
、と
て
も
息
の
長
い

事
業
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、こ
の
地
区
で
の
造
林
事
業
に
は
、い
く

つ
か
の
困
難
な
状
況
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
第
一に
、本

来
な
ら
ば
伐
採
さ
れ
搬
出
さ
れ
た
木
は
製
材
さ
れ
、

建
築
資
材
と
し
て
販
売
で
き
る
の
で
す
が
、こ
の
地

区
の
木
に
は
被
弾
し
た
際
の
砲
弾
の
金
属
片
が
残

さ
れ
て
い
る
た
め
、安
易
に
製
材
機
に
掛
け
る
と
製

材
機
を
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、丸
太
の
ま
ま

堤
防
な
ど
に
活
用
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
被
弾
木
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

ち
ょ
っ
と
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、被
弾
木
と
は
、銃
撃
や

砲
撃
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
木
の
こ
と
。弾
が
幹
を
貫
通
し

て
穴
が
あ
い
て
い
た
り
、木
の
内
部
に
弾
が
入
っ
て
い
た
り
、そ

の
際
の
爆
発
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
り
し
た
木
の
こ
と
で
す
。

　
実
は
、私
達
の「
お
ん
し
り
ん
」の
中
に
は
、こ
う
し
た
被
弾

木
が
密
集
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、北
富
士
演

習
場
内
に
あ
る
恩
賜
県
有
財
産
部
分
林
。第
４
０
６
林
班
と
第

４
０
９
林
班
と
呼
ば
れ
る
約
５
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
で
す
。

　
今
、恩
賜
林
組
合
で
は
こ
の
地
域
を
健
全
な
森
林
と
し
て
再

生
さ
せ
る
た
め
、大
規
模
な
造
林
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被弾木と砲弾の破片。
木々の幹に左の様な
たくさんの破片が
残されている。

被弾を受けた森林防衛省の不発弾探査の後、安全が確認され地拵えをし、植林がやっと行える。

林
業
の
振
興
、そ
し
て

未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に

　
富
士
北
麓
で
の
林
業
は
森
を
育
て
、自
然
を
守

り
、未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
、と
て
も
重
要
な
仕
事

で
す
。

　
私
達
の
大
切
な
森
林
を
守
る
た
め
、組
合
で
は
、

管
理
地
内
の
整
備
や
パ
ト
ロ
ー
ル
と
いっ
た
管
理
事

業
、森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
木
工
製

品
の
生
産
や
花
卉
、シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
と
いっ
た
生
産

事
業
、私
達
の
森
林
を
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
庭
園
や
遊
歩
道
な
ど
の
整
備
事
業
な
ど
、多

彩
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、な
か
で
も
造
林

事
業
は
そ
の
大
き
な
柱
の一つ
と
し
て
位
置
付
け
て

お
り
、今
回
紹
介
し
た
被
弾
林
の
再
生
は
、林
業
従

事
者
の
雇
用
拡
大
、木
材
の
需
要
促
進
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
面
で
林
業
の
振
興
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
ペ
ー
ス
は
、年
間
10
〜
13
ヘ
ク
タ
ー
ル
。こ
の

10
年
間
で
、約
1
3
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
造
林
し
ま
し

た
。対
象
と
な
る
５
５
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
終
え
る
に
は

ま
だ
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、負
の
遺
産

を
断
ち
切
り
、明
る
い
未
来
を
作
る
に
は
絶
対
に
必

要
な
事
業
。強
い
使
命
感
を
持
っ
て
、今
後
も
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

いっ
た
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響
も
危
惧
さ
れ
る
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、人
間
が
手
を

入
れ
、健
全
な
森
林
へ
と
再
生
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
の
で
す
が
、不
発
弾
等
が
残
さ
れ
た
森
林
は
危

険
で
、不
用
意
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ

こ
で
恩
賜
林
組
合
で
は
、防
衛
省
に
よ
る
不
発
弾
探

査
が
終
わ
っ
た
地
区
か
ら
順
次
造
林
を
行
う
こ
と
と

し
、計
画
を
立
て
、平
成
9
年
度
よ
り
継
続
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

被弾から60年。
ジャングルと化した森林を、
健全な森林へと再生させるために。

　
ま
た
、事
前
に
防
衛
省
が
不
発
弾
探
査
を
行
い

安
全
を
確
認
し
た
と
いっ
て
も
、も
と
は
不
発
弾
が
ゴ

ロ
ゴロ
し
て
い
た
地
域
で
す
。

　
組
合
で
は
、強
化
キ
ャ
ビ
ン
を
搭
載
し
た
重
機
を

配
備
す
る
な
ど
作
業
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。し
か
し
こ
の
造
林
事
業
の
地
域
は
、北
富
士
演

習
場
内
に
含
ま
れ
て
い
て
、立
入
日
の
関
係
か
ら
施

業
す
る
日
数
が
限
ら
れ
、ど
う
し
て
も
通
常
よ
り
期

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、今
後
も
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、後
継
者
と
な
る
若
手
の
育
成
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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実
弾
射
撃
の
着
弾
地
と

さ
れ
た「
お
ん
し
り
ん
」

　
恩
賜
林
組
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が
管
理
す
る
富
士
北
麓
の
山
林
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入
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植
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あ
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入

会
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は
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為
政
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登
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し
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江
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代

以
降
も
ず
っ
と
保
証
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、こ
の
長
い
歴
史
の
中
に
は
暗
黒
の
時

代
も
あ
り
ま
す
。昭
和
11
年
、陸
軍
省
に
よ
る
組
合

地
の
強
制
買
収
に
端
を
発
す
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北
富
士
演
習
場
の

設
定
。さ
ら
に
、昭
和
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年
8
月
の
敗
戦
後
は
、日

本
に
進
駐
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
演
習
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を
含

む
北
富
士
全
域
が
占
拠
さ
れ
、立
ち
入
り
禁
止
と

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
、ア
メ
リ
カ
軍
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周
囲
の
森
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を
着
弾
地
と

し
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弾
射
撃
訓
練
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繰
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部
の

森
林
は
焼
か
れ
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々
の
幹
や
地
中
に
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の

弾
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残
さ
れ
ま
し
た
。な
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数
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く

含
ま
れ
て
い
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の
で
す
が
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も
回
収
さ
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と

な
く
放
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
は
こ
の
着
弾
地
と
さ
れ
た
地
域
は
、大
正
元
年

か
ら
10
年
に
か
け
て
恩
賜
林
組
合
が
植
栽
し
た
カ
ラ

マ
ツ
の
人
工
造
林
地
で
し
た
。昭
和
21
年
、先
人
が

植
え
た
カ
ラ
マ
ツ
は
立
派
に
成
長
し
、伐
採
期
を
迎

え
て
い
ま
し
た
。に
も
か
か
わ
ら
ず
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戦
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る
ア
メ

リ
カ
軍
の
占
領
に
よ
っ
て
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
た

た
め
に
伐
採
で
き
な
か
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ば
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り
か
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弾
射
撃
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よ
っ
て
雄
々
し
く
成
長
し
た
木
々
は
傷
つ
け
ら
れ
、あ

る
も
の
は
枯
死
し
あ
る
も
の
は
倒
壊
し
て
、森
林
全

体
が
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
約
60
年
。被
弾
し
た
木
々
は
老
齢
化
し
、

立
ち
入
り
禁
止
の
た
め
に
手
入
れ
が
で
き
ず
放
置
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
森
林
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
化
し

て
、土
砂
流
出
や
雪
代
等
の
災
害
や
病
虫
害
、野
鼠

害
、火
災
発
生
の
危
険
、動
植
物
や
周
辺
の
森
林
と

困
難
が
伴
う

着
弾
地
で
の
造
林
事
業

　
こ
の
造
林
事
業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
現
在
生
え
て
い
る
木
々
を
伐
採
し
、丸
太
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し
て
搬
出
し
ま
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。
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て
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し
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片
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中
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残
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掘
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し
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地
拵
え
を
し
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後
、４
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５
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に
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苗
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植
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。大
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植
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カ
ラ
マ
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在
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発
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き
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植
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の
広

葉
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し
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ま
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。

　
さ
ら
に
、植
林
か
ら
5
年
間
は
下
草
刈
り
を
実
施

し
て
環
境
を
整
え
、苗
木
が
す
く
す
く
と
順
調
に

育
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、そ
の
後
は
、生
育
条
件

を
整
え
る
た
め
の
除
伐
や
、間
伐
を
適
宜
行
い
な
が

ら
、伐
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。
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搬
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築
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さ
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。
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っ
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法律相談

参 加 者 募 集！！

第10回 恩賜林杯ゲートボール大会を開催しました。

謝
謝
来
園

問い合わせ　TEL 22-3355（演習地対策課）

富士吉田市松山　大塚  愛奈 ちゃん （5歳）
   優奈 ちゃん （3歳）

おおつか あいな

ゆうな

　今日は、シイタケの収穫体験をしました。
　大人シイタケ、子供シイタケ、くっつきラブラブシイタケ
など、いろいろな形のシイタケがあって楽しかったです。

平成22年7月13日火です
次回相談日は

※指定日以外または電話による相談はできません。
受付時間：午後1時から2時まで

第２回おんしりん杯囲碁大会 職員の採用試験について

申 込 先　TEL ２２－３３５５（企画財政課）

　恩賜林組合では「おんしりんまつり」の一環として第２回おんし
りん杯囲碁大会を開催します。囲碁による友好をさらに深めてい
ただき、はたまた日ごろの鍛錬の成果を問う機会として、大会に参
加しませんか！

平成２３年度に採用する職員の採用試験を行います。
詳しくは、７月１３日から本組合などで交付する｢平成２２年度山梨
県町村職員統一採用試験案内｣をご覧ください。

●日　　時　　平成２２年８月４日（水曜日） 午前９時～午後４時
●場　　所　　恩賜林組合　１階和室
●参加人数　　４０名（年齢制限なし）
●参加資格　　富士吉田市、山中湖村、忍野村在住の方
●参 加 費　　無　料
●申込締切　　平成２２年７月２８日（水曜日）

●職務　組合の一般業務(一般職の地方公務員)
●資格・採用予定人数
　◇事務職Ⅰ《 若干名 》
　　・最終学歴：大学卒業又は卒業見込み
　　・生年月日：昭和５７年４月２日～平成元年４月１日
　◇事務職Ⅱ《 若干名 》
　　・最終学歴：高校卒業又は卒業見込み
　　・生年月日：平成元年４月２日～平成５年４月１日
　◇事務職Ⅱ（民間企業職務経験者）《 若干名 》
　　・最終学歴：高校卒業
　　・民間企業経験：５年以上
　　　なお、採用時に６０歳以上の者は採用されない。
　※各職種共通資格
　　・富士吉田市、山中湖村及び忍野村忍草に在住する入会住民で
　　　ある者、又は採用試験後在住し入会住民となる者
●試験
　第１次試験（山梨県町村職員統一試験）
　　日時・場所：９月１９日（日）　 山梨県立大学池田キャンパス
   　試験・検査：教養試験、事務適正検査、一般性格診断検査
　第２次試験（第１次試験合格者のみ実施）
　　日時・場所：１０月下旬～１１月上旬ごろ　　本組合
　　試験・検査：論述試験、口述試験、業務適正検査
●申請方法
　申請用紙の請求　総務課職員担当まで
　申込受付期間　７月２０日（火）から８月１０日（火）まで

Aグループ優勝 【忍】 Ｂグループ優勝 【小明見下】

6月2日(水)に富士山アリーナで第10回恩賜林杯ゲートボール大会が開催されました。

Aグループ

優勝 忍
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Bグループ
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小
明
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大
明
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浅
間
町

愛
地
宿

申 込 先　TEL ２２－３３５５（総務課職員担当）


